
令和４年度 滋賀地方安全衛生大会において 

滋賀労働局長表彰を８事業場が受賞 
 
 

滋賀労働局(局長 小島 裕)が主唱し、滋賀県内の労働災害防止団体７団体が主催する

「令和４年度 滋賀地方安全衛生大会」が、令和４年１０月６日（木）、近江八幡市文化会

館（滋賀県近江八幡市出町３６６）において開催されました。 

「滋賀地方安全衛生大会」は、滋賀県内で最大の産業安全、労働衛生関係の催しですが、

新型コロナウイルス感染対策を図りながら開催し、県内の各事業場等からは約４００名が

参加する大会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初めに、心ならずも労働災害により尊い命を失われた方々のご冥福をお祈りし、参加者

全員で黙祷を捧げました。 

主催者を代表し、公益社団法人滋賀労働基準協会長による開会の挨拶、主唱者である滋

賀労働局長による開会の挨拶に引き続き、来賓としてお迎えした、滋賀県副知事、日本労

働組合総連合会滋賀県連合副会長、一般社団法人滋賀経済産業協会副会長が、それぞれ祝

辞を述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近江八幡市文化会館 

滋賀労働局長による開会の挨拶 



続いて、下記の事業場を対象とする滋賀労働局長による安全衛生表彰の授与式が執り行

われました。都道府県労働局長安全衛生表彰は、地域の中で、安全衛生に関する水準が良

好で他の模範となる事業場、地域の中で安全衛生活動を活発に推進し、関係事業場の安全

衛生水準の向上に功績があった団体等に授与されるものです。 
 

１ 滋賀労働局長優良賞 

事業場名：日本ガスケット株式会社滋賀工場 

所 在 地：滋賀県米原市大野木１９５２－１ 

労働者数：２４０人 

表彰区分：安全確保対策について特に優秀であるもの 

授賞理由：安全衛生管理規定の各項目に関連する安全衛生関係資料が社内イントラ

ネットで閲覧できるよう整備され、現場担当者が活用しやすい形式にと

りまとめられている。また、各職場単位で安全衛生委員を中心とする「小

集団」を組織し、安全衛生委員会の決定事項の伝達及び実行する仕組が

有効に機能しており、ＫＹＴ等の安全衛生活動の中心となっている。こ

れらの取組により平成 29 年 10 月以降、無災害を継続している。 

 

事業場名：社会福祉法人あいの土山福祉会エーデル土山 

所 在 地：滋賀県甲賀市土山町北土山２０６２ 

労働者数：６３人 

表彰区分：健康保持増進対策等について特に優秀であるもの 

授賞理由：執行機関に設けられた「人材確保対策」において、人材確保、離職予防、

働きやすい職場形成等の方針を示し、安全衛生委員会ではその具体的な

実践方法を検討、推進している。残業ゼロの取組として、定時終了 10

分前に業務終了予告を行う「マイナス 10 分運動」、「休日時間外での会

議・研修の廃止」などの取組で令和３年度の一人当たり平均時間外労働

0.21 時間となっている。そのた、職員とその上司がマンツーマンで相談

できる「トーキング」を実施、仕事内容の解決改善を図るなどで令和 4

年 7月時点でメンタル不調者ゼロを達成するなど、独自の取組を行って

いる。 

 

２ 滋賀労働局長奨励賞 

事業場名：ゼオンポリミクス株式会社 

所 在 地：滋賀県大津市石居１丁目１１－１ 

労働者数：１０５人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：企業トップが「安全衛生・労働災害防止に関する目標」を企業方針内に

必須事項として掲げるほか、定期的に実施する５Ｓパトロールに必ず参加

し、自らが現場確認し改善の必要性を把握する等、積極的な安全管理活動

に関与している。また、労使参加型のヒヤリハット活動、リスクアセスメ

ント、安全パトロールなどの各種安全活動が高い水準で実施されており、



平成 24 年 10 月以降、不休災害を含めて労働災害が発生していないこと。 

 

事業場名：株式会社桑原組 

南草津プリムタウン土地区画整理事業に伴う宅地造成工事 

所 在 地：滋賀県草津市矢橋町地内 

労働者数：２０人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：現場責任者と本社安全衛生担当者の協力の下、造成工事の特性により見

込まれるリスクを十分に理解し、車両系建設機械の点検状況に特化した

パトロールを実施、車両系建設機械を使用する作業における誘導者の増

員等を行った。また、協力会社とのコミュニケーションを密にし、ＫＹ

活動において現場作業のリスクとその解消方法についても検討を促す

など、業務改善を図る取組を徹底し、平成 30 年 1 月から令和 4 年 4 月

まで全工期において無災害を達成したこと。 

 

事業場名：パナソニックハウジングソリューションズ株式会社米原工場 

所 在 地：滋賀県米原市中多良６０５ 

労働者数：４６人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：安全衛生マネジメントシステムを導入、定期的に社内監査を実施するな

ど安全衛生水準の継続的な向上を図る仕組みが構築されている。また、

工場内の主要作業や設備に対するリスクアセスメントの実施により、現

在受け入れ不可能なリスクが存在しない状況となっている。このほか、

「行動災害防止スローガン」を作業場内や階段などに相当数の掲示を行

う等、活発な安全衛生活動を行い、平成 20 年 7 月以来、14 年以上にわ

たって無災害を継続していること。 

 

事業場名：キューピー醸造株式会社滋賀工場 

所 在 地：滋賀県愛知郡愛荘町東円堂５３３－３ 

労働者数：８４人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：グループ全体で統一的な安全衛生活動を行うほか、事業場トップの安全

宣言並びに全労働者の寄書きが記された安全旗を掲揚するなど、安全衛

生方針を明確に発信している。また、作業安全を含む幅広なテーマにつ

いて改善提案を具現化する「夢多採り（ムダどり）活動」や全国安全週

間の社内スローガンを募集し、優秀者に社長賞などの表彰活動を行うな

ど、労働者が安全活動に参画しやすい取組を行い、平成 24 年 4 月から

無災害を継続している。 

 

事業場名：第一工業製薬株式会社滋賀工場 

所 在 地：滋賀県東近江市五個荘日吉町４２７ 



労働者数：９３人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：工場長を核とした安全衛生管理体制を確立し、構内協力会社を含めた安

全衛生委員会を開催し、協力会社や派遣労働者も含めた安全活動に積極

的に取り組んでいる。また、２か月に１回開催する専門委員で組織され

たリスクアセスメント委員会の実施、ＫＹＴ活動、交通安全、腰痛等の

全労働者を対象にした集団教育を年３回実施するなどにより、平成 20

年 11 月以来、無災害を継続していること。 

 

事業場名：株式会社雪国まいたけ滋賀パッケージセンター 

所 在 地：滋賀県蒲生郡竜王町山面９３０ 

労働者数：９５人 

表彰区分：安全確保対策について優秀であるもの 

授賞理由：年間安全衛生計画に基づき、ヒヤリハット報告を活用した積極的な職場

環境改善、各級管理者による毎日複数回の巡回を行うなど自主的な安全

衛生活動を積極的に行っている。また、作業手順書に記載のない作業を

「非定常作業」と位置づけ、同作業のリスクアセスメントの実施や非常

停止ボタンを押す心理的ハードルを下げること等を目的とした「非常停

止ぽちっとな活動」などの独自の取組を行い、令和元年 8月以来、無災

害を継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、下記の６事業場を対象とする公益社団法人滋賀労働基準協会長による表彰の授与

式が行われました。この表彰は、職場の安全衛生活動を活発に推進し、労働者の安全と健

康管理に優れた成績を修められ、公益社団法人滋賀労働基準協会の事業にも積極的に参加

された事業場を表彰するものです。 

１ 公益社団法人滋賀労働基準協会長表彰 

近江ＯＦＴ株式会社【野洲市】 

株式会社レイマック【守山市】 

雄山株式会社彦根工場【彦根市】 

ケイ・マック株式会社関西支店滋賀事業所【犬上郡豊郷町】 

三陽建設株式会社【甲賀市】 

株式会社日本電気化学工業所滋賀工場【湖南市】 

 

表彰式終了後、労働安全衛生活動の事例発表で、第一工業製薬株式会社生産本部滋賀工

場の第一製造課長 木村健一氏から、「最新！自社のエキスパートシステムで問題解決」と

題して発表が行われました。 

発表内容は、労働安全衛生で課題となっていた技術伝承や各種の「見える化」の解決を

表 彰 式 の 様 子 



中心とし、化学工場での被液防止の取組ついて発表が行われ、主な内容は、次のとおりで

す。 

1 JISQ45100 取得とその課題として、取り組み内容の紹介と課題 

2 DX を活用した労働安全衛生への取り組みとして、 

（1）課題の解決 

（2）熟練者に依存しない仕組み作り 

（3）設備と人の「見える化」 

（4）OSH 水準のさらなるスパイラル UP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに特別講演では、株式会社社会安全研究所の技術顧問で立教大学名誉教授を務めら

れている芳賀 繁氏から、『ヒューマンエラーの対策と新しい安全マネジメント」～「失敗

を減らす」から「成功を増やす」へ～』と題しての講演が行われました。 

特に、人間の持つ錯覚・勘違いなどによる「人間の情報処理とヒューマンエラー」への

入力エラー対策、判断・決定の媒介エラー対策、「確認会話」、出力エラー対策、記憶エラ

ー対策などと新しい「安全マネジメントシステム」により、失敗を減らして成功を増やす

ことへの具体的で分かりやすい内容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特  別  公  演  の  様  子 

事 例  発 表  の  様  子 



また、会場内では、安全衛生用品の展示ブース、安全衛生相談コーナーが設けられ、多

数の大会参加者が利用していました。 

最後に、公益社団法人滋賀労働基準協会 東近江支部長による閉会の挨拶が行われ、「令

和４年度 滋賀地方安全衛生大会」は滞りなく終了いたしました。 


